


























はmew、電子 newsはgnus(または gn)、Webページブラウザは Netscape、グラフ作成は gnuplot、



























いて、 (3)ファイルとディレクトリ、 (4)m叫e(エディタ)の使い方、 (5)電子mailと電子news、(6)Web
ページと HTML(hyper te対 markuplanguage)、(7)文書組版システム Tex(Latex)。構造工学特別講
義Aでは、 (1)アルゴリズムとフローチャート、 (2)FORTRAN77の基礎。構造工学製図では、 (l)X-
Window上の簡単な作図ソフト、 (2)CAD演習、 (3)CAD課題の作成。シミュレーション工学では、
(1)計算機概説、 (2)代数方程式の反復解法、 (2)差分と補問、 (3)数値微分と数値積分、 (4)連立一次
方程式の解法、 (5)行列の固有値、 (6)最小二乗法、 (7)微分方程式の数値解法、 (8)数値解析結果の可











構造工学科の学生定員は 55名(平成 11年度からは 45名)、パーソナルコンピュータの台数は 32で
あるから、各講義は学生を半分に分けて 1回180分づっ隔週で(教官は毎週)行っている。もちろん、
CAD教育演習システムは開放しであるから、講義がなければ学生はいつでも(今のところ夜間はだ
め)使用できる。何しろ昔の製図室であるから部屋は広い。 1台のコンピュータの前に 6人程度は楽
に集まることができる。 1回の受講人数は 30名足らずなので目もよく届き、ある学生の質問に答え
ていると知らぬ聞に何人かの学生が集まってくる。むかしの寺小屋もこうだ‘ったか、と周五郎的世界
の雰囲気も味わうことができ、いい気分である。実はまだ3年後期に空きがある。さて胴下門太郎。
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